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Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
活
動
報
告

◆�
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
調
査
結
果
が
相
次
い
で
新
聞
掲
載

　

原
子
力
発
電
所
の
増
設
や
廃
止
に
つ
い
て
の
意
識
の

動
向
に
関
し
て
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
を
含
む
世
論
調
査
の
結
果

を
基
に
、
岩
井
紀
子
セ
ン
タ
ー
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
て
、
朝
日
新
聞
の『（
耕
論
）「
原
発
回
帰
」と
民
意
』

に
掲
載
さ
れ
た（
11
月
８
日
）。

　

一
方
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
で
２
０
０
０
年
か
ら
継
続
し
て
尋

ね
て
い
る「
信
仰
す
る
宗
教
」
ま
た
は「
信
仰
し
て
い
な

い
が
家
の
宗
教
で
あ
る
」
の
集
計
結
果
を
基
に
、
共
同

通
信
社
が
宗
教
法
人
を
選
定
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
は
、
全
国
40
紙
以
上
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

（
12
月
７
日
・
21
日
）。

◆�

日
本
学
術
振
興
会『
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
』継
続
助
成

　

２
０
１
８
年
度
に
日
本
学
術
振
興
会（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）よ

り
得
た「
拠
点
機
関
に
お
け
る
デ
ー
タ
共
有
基
盤
の
構

築
・
強
化
委
託
業
務
」
は
今
年
度
も
継
続
し
て
採
択
さ

れ
た
。

　

本
業
務
で
は
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
活

か
し
て
、
人
文
学
・
社
会
科
学
研
究
者
の
研
究
基
盤
と

な
り
得
る
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
構
築

の
重
要
拠
点
と
し
て
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
改
修
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン

分
析
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
と
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
な
ら
び
に
外
部
の
研
究
者
か
ら
の
寄
託

デ
ー
タ
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◆�

文
部
科
学
省 

機
能
強
化
支
援
と
科
学
研
究
費
基
盤
Ａ

に
よ
る
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
‐
２
０
２
２
Ｈ
の
実
施

　

２
０
２
０
年
４
月
に
採
択
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の

「
特
色
あ
る
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事
業
～
機

能
強
化
支
援
～
」
と
科
学
研
究
費
基
盤
Ａ（
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
健
康
と
社
会
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
総
合
的

研
究
・
代
表 

岩
井
紀
子
）の
一
環
と
し
て
、
Ａ
票
と
Ｂ

票
の
２
種
類
の
調
査
票
を
用
い
て
、
２
０
２
２
年
１
月

か
ら
２
月
に
か
け
て
、
全
国
20
～
89
歳
の
日
本
人
男
女

６
０
０
０
人（
４
０
０
地
点
）を
対
象
に
、
留
置
調
査
法

で
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
‐
２
０
２
２
Ｈ
を
実
施
し
た
。

　

Ａ
票
に
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ（European Social Survey

）

の
設
問
を
組
み
込
ん
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
日
本
に

お
い
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
が
人
々
の
生
活
と
意
識
に
与

え
た
影
響
を
把
握
し
、
各
国
の
政
策
や
そ
の
効
果
に

つ
い
て
の
比
較
研
究
を
行
う
。
Ｂ
票
に
は
韓
国
・
中

国
・
台
湾
チ
ー
ム
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｓ

（East Asian Social Survey

）の
健
康
モ
ジ
ュ
ー

ル
２
０
２
１
を
組
み
込
ん
だ
。
日
韓
中
台
の
人
々
の
健

康
状
態
・
行
動
お
よ
び
健
康
に
か
か
わ
る
社
会
環
境
に

つ
い
て
、
２
０
１
０
年
に
実
施
し
た
調
査
と
比
較
し
て

各
国
に
お
け
る
変
化
を
と
ら
え
、
議
論
を
深
化
さ
せ

る
。
Ａ
票
と
Ｂ
票
の
設
問
の
多
く
は
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
‐

２
０
２
１
Ｈ
と
重
な
る
が
、
同
じ
設
問
を
１
年
お
い
て

尋
ね
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
感
染
拡
大
が
続

く
な
か
で
、
人
々
の
意
識
と
行
動
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
か
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２
０
２
３
年
１
月
か
ら
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
関
連

の
設
問
を
一
部
残
し
つ
つ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
民
主

主
義
の
行
方
が
問
わ
れ
る
な
か
で
、
民
主
主
義
や
政
治

意
識
に
関
連
す
る
設
問
を
多
く
組
み
込
ん
だ
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ

‐
２
０
２
３
Ｄ
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

◆�

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
研
究
発
表
会
２
０
２
２

　

２
０
２
２
年
３
月
８
日
に「
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
研
究
発
表
会

２
０
２
２
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
公
募
論
文

の
優
秀
論
文
受
賞
者
の
報
告
と
、
大
学
院
生
の
奨
励
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
と
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
専
属
研

究
員
に
よ
る
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
／
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
に
基
づ

く
研
究
発
表
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
‐
２
０
２
１
Ｈ
調
査
結
果
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
、
北
海

道
、
東
北
な
ど
の
遠
方
を
含
め
て
80
名
弱
の
参
加
者
が

あ
り
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

◆�

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

　

２
０
２
２
年
５
月
末
か
ら
、『
人
文
学
・
社
会
科
学

デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
』

の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
と
国
立
情
報
学
研
究
所

（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
）と
協
力
し
て
構
築
し
た
本
セ
ン
タ
ー
独
自
の

デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ「
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
」（
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）の
運
用
を
始
め

た
。
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
で
は
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
各
年
の
調

査
デ
ー
タ
と
と
も
に
、
都
道
府
県
情
報
も
追
加
デ
ー
タ

と
し
て
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
も
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公
開
し
て
い
る
。
外
部
の
研
究
者
か
ら
の
デ
ー
タ
寄
託

も
受
け
付
け
て
お
り
、
国
際
比
較
調
査
の
日
本
版
デ
ー

タ
、
行
動
経
済
学
の
実
験
デ
ー
タ
、
環
境
意
識
に
関
す

る
調
査
の
デ
ー
タ
な
ど
を
公
開
し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
運
用
開
始
に
よ
り
、調
査
企
画
・

実
施
、
デ
ー
タ
の
作
成
か
ら
、
提
供
ま
で
本
研
究
セ
ン

タ
ー
で
一
貫
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
デ
ー
タ
に
修

正
が
生
じ
た
際
の
差
し
替
え
や
利
用
者
へ
の
連
絡
を
速

や
か
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
デ
ー
タ
の
利
用
環

境
の
大
幅
な
改
善
に
つ
な
が
る
。

◆�

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
分
析
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
『
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
』
の
取
り
組
み
の
１
つ
と
し

て
、
ウ
ェ
ブ
上
で
デ
ー
タ
分
析
が
で
き
る「
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ

オ
ン
ラ
イ
ン
分
析
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
発
し

て
、２
０
２
２
年
５
月
末
に
公
開
し
た
。
本
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
同
事
業
の
一
環
と
し
て
Ｎ
Ｉ
Ｉ
が
開
発
し

た「
Ｊ
Ｄ
Ｃ
ａ
ｔ
分
析
ツ
ー
ル
」
上
で
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｄ

Ｓ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
デ
ー
タ
を
読
み
込
ん
で
利

用
で
き
る
。
大
学
の
授
業
で
統
計
分
析
を
学
ぶ
学
部
生

や
、
ウ
ェ
ブ
上
で
統
計
分
析
を
手
軽
に
試
し
た
い
人
な

ど
、
よ
り
多
く
の
人
が
デ
ー
タ
を
利
用
・
分
析
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

◆�

特
色
あ
る
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
の
中

間
評
価
と
機
能
強
化
支
援
の
申
請

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
１
年
度
ま
で
の
共
同
研

究
拠
点
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
、
２
０
２
２
年
７
月

に
中
間
評
価
報
告
書
を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
て
、
書

面
評
価
を
受
け
、
９
月
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ

た
。
11
月
に
は
、「
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て

の
活
動
は
概
ね
順
調
に
行
わ
れ
て
お
り
、
関
連
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
も
貢
献
し
て
い
る
」
こ
と
が
評
価
さ
れ
、「
Ａ

評
価
」を
受
け
た
。

　

２
０
２
２
年
９
月
に
は
２
０
２
３
年
度
科
学
研
究
費

基
盤
Ａ
に「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
社
会
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
を

テ
ー
マ
に
応
募
し
、
11
月
に
は
、
文
部
科
学
省「
特
色

あ
る
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事
業
～
機
能
強
化

支
援
～
」を
申
請
し
た
。

◆�

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ
の
利
用
状
況

　

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
公
開
デ
ー
タ
は
国
内
外
で
広
く
利
用
さ

れ
て
い
る
。
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
の
デ
ー
タ
ア
ー

カ
イ
ブ
を
通
じ
た
公
開
デ
ー
タ
の
一
般
利
用
は
、
Ｒ
３

年
度
は
５
万
３
千
件
を
超
え
た
。

◆ 

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
最
新
報
告
書
と
出
版
物

・『E
ast A

sian S
ocial S

urvey E
A

S
S 2018 

C
ulture and G

lobalization M
odule 

C
odebook

』

・『
日
本
版
総
合
的
社
会
調
査
研
究
論
文
集［
20
］』

◆�

新
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
研
究
員
の
紹
介

沈　

育
萱（
ち
ん　

い
く
け
ん
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
台
湾
彰
化
県
出
身
。
２
０
２
２
年
４

月
よ
り
研
究
員
と
し
て
勤
務
。
京
都
先
端
科
学
大
学
人

間
文
化
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
専
門
は
異
文
化

適
応
と
社
会
心
理
学
。Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

デ
ー
タ
作
成
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
担
当
し
て
い

る
。
趣
味
は
読
書
と
音
楽
鑑
賞
。


